






問題I

医薬品は様々な構造を有している。 多くの医薬品は化学反応の組み合わせによって人工的に合成さ

れている。 資料1,2は、 最近、 新たに開発された有機化学反応に関する記事である。 これらの英文

を読み、 以下の問いに日本語で答えよ。 構造式は、 Fig. 1,2にならって記せ。

問l 以下に示す化合物 z を資料I, Fig. leに示すQiuらの方法で合成する場合、原料として少なく

とも 2 通りの化合物 Yl, Y2 が考えられる。 化合物 Yl, Y2 に該当する 2 通りの構造を解答欄

に記載せよ。
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問2 資料1のQiuらの開発した反応について、 本文に記載された内容に沿ってまとめよ。

問3 資料1にあるQiuらの方法は優れた方法であるが、 欠点も幾つかある。Qiuらの方法をより

良い手法にするための改善点をまとめよ。

問4 資料2の下線部retrosynthetic analysisについて、 本文に記載された内容に沿ってまとめよ。

問5 資料2 について、 Kennedyらの開発した反応の利点を、 これまでに開発されてきた反応と比

較してまとめよ。

問 6 資料 I, 2 に記載されているように、 新たな有機化学反応の開発は、 創薬研究において重要で

ある。 新たな有機化学反応の開発は、 創薬において具体的にどのような貢献があるか、 あな

たの考えを記載せよ。 単に新しい医薬品が合成できるといった内容ではなく、 より具体性を

もって記載せよ。
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資料1，2は出典のみ公開する。

資料1 Benzene rings reach their breaking point

Author: Mark R. Crimmin   

Source: Nature Vol.597, 33-34(2021)（一部改変）

https://media.nature.com/original/magazine-assets/d41586-021-02322-y/
d41586-021-02322-y.pdf

資料2 Unprecedented reactions for molecular editing

Author: William P. Unsworth, Alyssa-Jennifer Avestro

Source: Nature Vol.593, 203-204(2021)（一部改変）

https://media.nature.com/original/magazine-assets/d41586-021-01205-6/
d41586-021-01205-6.pdf





資料3は出典のみ公開する。　

資料3 Optogenetics —The Might of Light

Author: Michael Häusser

Source: The New England Journal of Medicine Vol.385, 1623-1626(2021)
　　　（一部改変）

https://laskerfoundation.org/wp-content/uploads/2021/09/
NEJMcibr2111915_OLF.pdf
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